
雑
言
詩

「
贈
野
陸
州
歌
井
序
」

に
つ
い
て

中

谷

征

充

一
 
は

じ
め

に

空
海
の
生
き
た
平
安
初
期
は
、
我
国
の
文
化
史
上
で
稀
に
見
る
唐
風
文
化
が
隆
盛
し
た
時
で
あ
る
。
後
世
の
史
家
達
の
述
べ
る
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
こ
の
こ
と
の
最
大
の
要
因
は
、
嵯
峨
天
皇
が
主
唱
し
た
事
に
あ
る
。
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て
嵯
峨
帝
を
取
巻
く
文
人
官
僚

達
が
生
ま
れ
た
。
嵯
峨
帝
の
即
位
後
そ
の
命
に
よ
り
、
空
海
は
唐
か
ら
帰
朝
後
初
め
て
、
筑
紫
よ
り
入
京
を
許
さ
れ
る
事
と
な

っ
た
。
入

京
す
る
や
嵯
峨
帝
の
求
め
に
応
じ
、
唐
代
最
新
の
詩
集
.
書
な
ど
を
献
上
し
た
。
そ
の
経
緯
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
嵯
峨
帝
は
空
海
を
最

初
密
教
の
阿
闊
梨
と
見
る
よ
り
は
、
文
人
・
書
家
と
し
て
の
才
能
を
高
く
評
価
し
た
と
思
わ
れ
る
。

嵯
峨
帝
の
空
海
に
対
す
る
評
価
を
敏
感
に
感
じ
取

っ
た
文
人
官
僚
達
は
、
恐
ら
く
競

っ
て
空
海
と
の
交
友
を
求

め
た
に
違

い
な
い
。
小

野
峯
守
も
そ
の
中
の

一
人
で
あ
る
。
両
者
の
交
友
の
跡
を
示
す
も
の
と
し
て
、
こ
こ
で
、
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る

「贈
野
陸
州
歌
井
序
」

(『遍
照
発
揮
性
霊
集
』
巻

一
)
 が
あ
る
。
他
に
、
空
海
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
 (残
念
な
が
ら
散
逸
し

て
現
存
し
な
い
)
 に
対
す
る
苓
守

の
答
詩

「
錦
休
猫
臥
寄
高
雄
寺
空
上
人
」
(『経
國
集
』
巻
十
)
 が
あ
る
。
ま
た
、
峯
守
が
陸
奥
の
任
地
で
書
い
た
離
合
詩

「
在
邊
贈
友
」
(
『
文
華
秀

雑
言
詩

「贈
野
陸
州
歌
井
序
」
に
つ
い
て
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麗
集
」
巻
上
)
 が
あ
る
。
こ
の
詩
は
必
ず
し
も
、
空
海
の
み
に
宛
て
た
詩
と
は
言
え
な
い
が
、
「
友
」

の
中

の

一
員

に
空
海
も
入
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
以
外
に
確
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
琴
守
宛
て
の
可
能
性
の
あ
る
空
海
書
簡

「孟
春
蝕
寒
」

一
通
が
残
さ
れ
て
い
る
。

小
野
峯
守
 (七
七
八
-
八
三
〇
)
 は
嵯
峨
天
皇
の
春
宮
時
代
に
そ
の
侍
読
と
な
り
、
以
後
嵯
峨
即
位

に
伴

い
順
調
に
出
世
し
て
行
く
、
嵯

峨
帝
の
郎
党
の

一
人

で
あ
る
。
宝
亀
九
年
 (七
七
八
)
 生
ま
れ
で
、
延
暦
五
年
 (七
八
六
)
 生
ま
れ
の
嵯
峨
帝

の
八
歳
年

長
で
あ
る
。

空
海

の

四
歳
下
に
な
る
。
嵯
峨
帝
と
の
奉
和
詩
も
多
く
、
最
初
の
勅
撰
漢
詩
集

『凌
雲
集
」
の
編
纂
に
携
わ
り
、
嵯
峨
帝

の
二
十
二
首
に
次
い
で

十
三
首
が
所
収
さ
れ
た
。
そ
の
後
の

『文
華
秀
麗
集
」
『経
國
集
』
に
も
夫
々
八
首
・
九
首
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

優
れ
た
作
も
多
く
、

こ
の
時
代
を
代
表
す
る
文
人
・
詩
人
で
あ
る
。

官
僚
・
行
政
官
と
し
て
も
勝
れ
て
い
て
、
数
々
の
事
績
を
残
し
て
い
る
。
主
題
の
陸
奥
守
と
し
て
赴
任
中
に
、
反
大
和
朝
廷
の
蝦
夷
の

部
族
を
懐
柔
し
て
、
帰
順
せ
し
め
、
そ
れ
を
嘉
尚
す
る
勅
を
受
け
て
い
る
。

太
宰
大
弐
と
し
て
赴
任
中
に
は
、
大
宰
府
管
内
の
実
情
に

則
し
、
四
年
を
限
り
公
営
田
を
設
け
る
事
と
、
福
利
政
策
と
し
て
始
め
て
の
大
宰
府
に
行
路
病
者
の
た
め
の
続
命
院
を
設
置
す
る
事
な
ど

を
申
請
し
、
画
期
的
な
政
策
を
実
施
し
て
い
る
。
中
央
で
は

『
内
裏
式
」
『
日
本
後
紀
」

の
編
纂
に
従
事
し
て
い
る
。

こ
の
小
論
で
は
、
雑
言
詩

「贈
野
陸
州
歌
井
序
」
の
読
み
と
解
釈
で
詩

の
観
賞
を
行
い
、
押
韻
・
平
灰
等
を
検
討
し
、
問
題
点
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
を
摘
出
し
、
論
及
し
よ
う
と
考
え
る
。
漢
詩
の
平
灰
.
押
韻
に
つ
い
て
は
、
○
が
平

声
・
●
が
灰
声
、
◎

が
平
声
の
押
韻
.
◆

が
灰
声

の
押
韻
と
表
記
す
る
。
尚
、
韻
は

『大
宋
重
修
廣
韻
」
(五
巻
本
・
『
四
部
叢
刊
』
所
収
)
を
用
い
た
。

二

解
釈
と
詩
型
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二
-
(
1
)
 
本
文
と
書
き
下
し

こ
の
詩
は
小
野
苓
守
が
弘
仁
六
年
正
月
十
日
、
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
た
時
 (『公
卿
補
任
』
弘
仁
士

二
年
、
尻
付
)
 に
、
空
海
が
贈

っ
た
詩

で

あ
る
。
以
下
、
序
は
書
き
下
し
を
載
せ
、
詩
は
各
句
に
番
号
を
付
け
、
最
重
要
の
二

・
四
不
同
、
二

・
六
通
の
平
灰
と
押
韻
を
記
載
す
る
。

序

へ
ん

か

よ

な
ん

た
い

か

さ
か
い

戎
狭
馴
れ
難
く
邊
茄
感
じ
易
し
。
古

へ
自
り
有
り
、
今
何
ぞ
無
か
ら
ん
。
公

大
度
の
材
を
抱
い
て
、
出
で
て
材
狼

の
境
を
鎮
む
。

て
い
ぜ
い

か

ぎ

け

つ

え
つ

へ
だ

か
ん
ぜ
ん

あ
に

堂
中
に
は
久
し
く
定
省
の
養
を
閾
き
、
魏
閾
に
は
遠
く
龍
顔
の
謁
を
阻
て
た
り
。
天
理
漱
然
す
べ
し
と
云
う
と
錐
も
、
人
情
豊
感
歎
す

お
も

る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
貧
道
と
君
と
遠
く
相
い
知
れ
り
、
山
河
雲
水
何
ぞ
能
く
阻
て
ん
。
白
雲
の
人
、
天
邊
の
吏
、
何
れ
の
日
か
念
う

い
さ
さ

ぬ
き

お
と
が
い

あ

こ
と
無
か
ら
ん
。
柳
か
拙
歌
を
抽
ん
で
て
、
以
て
邊
霧
の
願

を
解
く
に
充

つ
。

詩

1
日
本
麗
城

三
百
州

2
就
中
陸
奥
最
難

レ柔

3
天
皇
赫
怒
幾
按

レ剣

4
相
將
握
中
争
馳

レ謀

5
往
帝
伐

6
今
上
憂

7
時
時
牧
守

不
レ能

レ劉

8
自

レ古
将
軍
悉
鰍
鰍

9
毛
人

羽
人
接

二境
界

一

10
猛
虎
材
狼
庭
庭
鳩

雑
言
詩

「贈
野
陸
州
歌
井
序
」
に
つ
い
て
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11
老

鶉

目

12
猪

鹿

裏

13
髪
中
挿
二
著
骨
毒
箭

一

14
手
上
毎
執
二
刀
與
ツ
矛

15
不

レ
田
不

レ
衣

逐

二
藁

鹿

一

16
靡

レ
晦

靡

レ
明

山

谷

遊

17
羅
刹
流

18
非
人
僑

19
時

時

来

二
往

人

村

里

一

20
殺

二
食

千

萬

人

與

一レ
牛

21
走

レ
馬

弄

レ
刀
如

二
電

撃

一

22
轡

レ
弓

飛

レ
箭

誰

敢

囚

23
苦
哉
邊
人
毎
被

レ毒

24
歳
歳
年
年
常
喫
愁

25
我

皇

為

レ
世

出

能

監

26
亦

盗

焉

刃
局
□
□
「
局
」
は

入
声

「決
」
韻

27
千
人
萬
人
墾
不

レ鷹

28
唯
君

一
箇
帝
心
抽

」

【換
韻
】

29
山

河

気

30
五
百

賢

31
允
武
允
文
得

レ自

レ天

32
九
流

三
略
肚
裏
呑

33
鵬

翼

一
搏

睨

二
此

境

一

34
毛

人

面

縛

側

二
城

邊

一

35
凶
兵
蕩

レ倉
待
二
冶
鋳

一

36
智
剣
満

レ胸
幾
許
千

37
不

レ
戦

不

レ
征

自

無

レ
敵

38
或

男

或

女

保

二
天

年

一

」

【換
讃
】
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39
昔
聞
嬬
帝
干
憐
術

40
今
見
野
公
略
無

レ匹

41
京

邑
梅
花
先

レ春
開

42
京
城
楊
柳
茂
二
春

日

43
邊
城
遅
暖
無

二春
蘂

一

44
邊
墨
早
冬
無
二
茂
實

一

45
高
天
錐

レ高
聴
必
卑

46
況
乎
鶴
響
九
皐
出

47
莫

レ
愁

久

住

二
風

塵
裏

一

48
聖

主

必

封

二
萬

戸

秩

一

二
-
(
2
)
 
大
意

空
海
の
表
現
し
た
主
旨
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
の
詩
は
序
文
と
詩
と
か
ら
な
り
、
詩
は
第

二
十
九
句
と
三
十
九
句

で
換
韻
さ
れ
て
い
る
。
普
通
換
韻
は

一
つ
の
解
毎
に
行
う
。
解
と
は
詩
の
中
で

一
つ
の
文
節
を
表
す
。

つ
ま
り
こ
の
詩
は
三

つ
の
解
、
即

ち

三

つ
の
文
章
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
。
序
は
、
蝦
夷
の
住
む
辺
境
の
地

へ
赴
く
峯
守
の
気
持
ち
を
思
い
や
り
、

辺
境

の
官
吏
と
山
の
修

行
僧
と
し
て
、
お
互
い
に
離
れ
た
が
、
旧
来
の
友
情
は
変
わ
ら
な
い
、
詩
を
贈
る
か
ら
慰
み
に
し
て
も
ら
え
ば
よ

い
。
第

一
解
は
、
人
間

と
は
思
わ
れ
な
い
程
の
蝦
夷
人

の
様
子
を
活
写
し
て
、
彼
等
を
鎮
撫
す
る
の
が
日
本
国
の
昔
か
ら
の
最
大
の
課
題

で
あ
り
、
代
々
の
帝
が

頭

を
悩
ま
し
て
来
た
。
そ
の
重
要
な
役
に
峯
守
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
解
は
、
峯
守
の
才
能
が
抜
群
な
事
を
讃
え
、
そ
の
才
能
を

も

っ
て
す
れ
ば
、
蛮
地
に
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
、
民
も
長
生
で
き
る
だ
ろ
う
と
結
ぶ
。
第
三
解
は
、
辺
境
の
地
と
都
の
様
子
を
対
比
し
て
、

そ

の
住
み
難
さ
を
思
い
や
り
、
辛
抱
す
れ
ば
貴
方
の
功
績
に
対
し
て
帝
は
必
ず
御
報
い
に
な
る
と
慰
あ
て
い
る
。

雑
言
詩
「
贈
野
陸
州
歌
井
序
」
に
つ
い
て
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二

-(3)
 

解
釈

こ
の
詩
全
般
の
表
現
・
言
葉
使
い
は
、
嵯
峨
朝
文
壇
に
特
徴
的
な
表
現
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
我
国

の
景
物
・
風
土
・
領
土
を
中

国
唐
土
の
そ
れ
に
比
定
し
て
表
現
す
る
事
で
あ
る
。
即
ち
、
陸
奥
を
唐
土
漠
北
の
辺
塞
の
地
に
比
定
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、

嵯
峨
帝
の
好
事
心
が
、
彼
を
取
り
巻
く
文
人
達
に
暗
黙
の
ル
ー
ル
と
な

っ
て
、
比
定
す
る
事
物
に
合
致
し
た
本
場

の
漢
詩
表
現
を
取
り
入

れ
、
制
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
空
海
も
ま
た
、
こ
の
虚
構
を
楽
し
ん
だ
に
違
い
な
い
。
こ
の
詩
に
は
、
躍
動
感
が
溢
れ
、
送
別
の

詩

で
あ
る
が
、
深
刻
な
気
分
が
少
な
く
、
遊
び
心
が
横
溢
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

序
文

の

「白
雲
之
人
」
「天
邊
之
吏
」
は
空
海
自
身
と
峯
守
を
対
比
さ
せ
て
、
表
現
し
て
い
る
。
語
句
と
し
て
の

「白
雲
」
は

『詩
経
」

「
小
雅
・
白
華
」
に

「英
英
タ
ル白
雲
」
と
し
て
、
用
い
ら
れ
て
以
来
、
情
景
描
写
の
詩
語
と
し
て
、
唐
代
に
至
る
ま

で
、
用
例
が
多
く
、

一
々
作
例
を
挙
げ
る
に
は
枚
挙
の
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
情
景
描
写
以
外
の
用
法
と
し
て
、
『荘
子
』
「外
篇
.
天
地
第
十
二
」
の

尭
帝
と
の
問
答

で
封
人
が
答
え
る
言
葉
に

「
…
則
修
レ徳
就
レ
聞
。
千
歳
厭
レ世
。
去
而
上
倦
。
乗
二
彼
白
雲
一
。至
二
於
帝
郷
。

三
患
莫
レ至
。

身
常
無
レ殊
。
則
何
辱
之
有
。
…
」
と
あ
り
、

「白
雲
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
訳
す
れ
ば

「徳
を
修
め
、
閑
居
し

て
、
俗
世
を
嫌

っ
て
、

仙
人

の
世
界

に
移
り
、
白
雲
に
乗

っ
て
、
上
天
に
行
け
ば
、
心
配
事
も
な
く
、
身
に
禍
も
な
く
、
安
楽
に
過
ご
せ

る
。」
と
な
る
。

空
海
は
、
『荘
子
』
を
型
故
と
し
て
、
用
い
て
い
る
の
で
、

こ
の
箇
所
を
知

っ
た
上
で
、
「白
雲
之
人
」
と
自
称
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
或

い
は
、
波
戸
岡
氏

の
指
摘
の
ご
と
く
、
若
年
か
ら
の
山
岳
修
行
で
、
常
に
雲
を
友
と
し
て
過
ご
し
た
た
め
に
、
俗
塵
か
ら
離
れ
た
清
澄
な

住
慮

に
居
す
る
人
の
意
味
で
自
称
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
自
身
を
喩
え
る
に
、

こ
の
序
文
以
外
に
も
、
白
雲
・

弧
雲
・
白
霧
な
ど
を
用

い
て
、
出
世
間
の
遊
行
す
る
人
の
意
味
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
せ
て
い
る
。
虚
空
に
漂
う
変
転
窮
ま
り
な
い
も
の
即
ち
雲
や
霧
が
、
心
の
中

で
、
自
身
の
行
動
や
生
き
様
の
表
象
と
な
り
、
常
に
希
求
し
て
い
る
理
想
の
状
態
を
表
す
も
の
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
空
海
は
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胸
奥
で
常
に
遊
行
僧
或
い
は
山
岳
修
行
僧
の
姿

・
青
春
時
代
の
姿
を
追
い
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「天
邊
」
は
字
の
通
り
、
天
の
ほ
と
り
、
空
の
は
て
の
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
転
じ
て
、
果
て
し
も
な
い
、
荘
漠
た
る
遠

隔

の
場
所
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
遠
隔
地
の
意
味

で
あ
る
。
「
天
邊
之
吏
」
と
し
た
用
例
は

「天
邊
之
人
」

の
用
例
を

含

め
て
も
、
空
海
以
前

の
漢
籍

・
佛
教
経
型
類
を
検
索
し
た
限
り
で
は

一
例
も
な
い
。
空
海
独
自
の
用
法
だ
と
い
え
る
。
「
山
河
雲
水
何

能

阻
、
白
雲
之
人
、
天
邊
之
吏
、
何
日
無
念
」
の
表
現
は
、
い
ま
に
も
、
白
雲
に
乗

っ
て
、
地
の
果
て
に
勤
務
す

る
貴
公
の
も
と
に
飛
ん

で
行
き
ま
す
よ
と
い
っ
た
趣
を
感
じ
さ
せ
る
。
空
海
独
特
の
感
性
か
ら
出
た
語
句
で
あ
る
。

「
白
雲
之
人
」
の
用
例
は
、
殆
ど
な
い
が
、
空
海
以
前
に

一
例
が
あ
る
。
空
海
以
後
は
禅
宗

・
禅
僧
に
白
雲
寺

・
白
雲
禅
師
な
ど
と
多

用
さ
れ

「白
雲
」
或
い
は

「雲
水
」
な
ど
が
出
家
遊
行
僧
を
意
味
す
る
言
葉
と
な

っ
た
。
た
だ
、
空
海
以
前
の

一
例
が
皮
肉
に
も
激
烈
な

排
佛
家
の
傅
変
 
(
五
五
五
-
六
三
九
)
 
の
自
称
の
言
葉
と
し
て
、
『
旧
唐
書
」
『新
唐
書
』
の

「
列
傳
」
に
残
さ
れ
て
い
る
。
歴
史

の
妙
と
言

う
し
か
な
い
。

二
-
(
4
)
 
詩
体
と
構
造

こ
の
詩
は
雑
言
詩

で
、
二
十
四
聯
四
十
八
句

・
三
言
句
八
句

・
五
言
句

一
句

・
七
言
句
三
十
九
句
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
押
韻
は
第

一

句

か
ら
二
十
八
句
ま
で
の

「州

・
柔

・
謀

・
憂

・
劉

・
鰍

・
鳩

・
装

・
矛

・
遊

・
傭

・
牛

・
囚

・
愁

・
抽
」
が
下
平
声
十
八
番

「尤
」
韻
。

第

二
十
九
句
か
ら
三
十
八
句
ま
で
の

「賢

・
天

・
呑

・
邊

・
千

・
年
」
が
下
平
声

一
番

「先
」
韻
。
第
三
十
九
句

「
術
」
と
四
十
六
句

「出
」
が
入
声
第
六
番

「術
」
韻
。
四
十
句
か
ら
四
十
八
句
ま
で
の

「匹

・
日

・
實

・
秩
」
が
入
声
五
番

「質
」
韻

で
あ
る
。
「術
」
韻
と

「質
」
韻
は
同
用
韻
で
あ
る
。
こ
の
中
で

一
見
し
て
お
か
し
い
と
判
る
の
は
第
二
十
六
句
で
あ
る
。
五
言
し
か
な
く
、
押
韻
も
出
来

て
い

雑
言
詩
「
贈
野
陸
州
歌
井
序
」
に
つ
い
て
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な

い
、
第
二
十
六
句
は
偶
数
句
で
、
本
来
な
ら
句
尾
に

「尤
」
韻
の
字
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
検
討
す
る

が
、
こ
こ
で
は

一
応
二
字
の
欠
落
が
句
尾
に
あ
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
の
事
を
表
す
為
に
欠
字
を
示
す
□
で
示
し
た
。

(
1
0
)

二

四
不
同
、
二

六
通
の
誤
り
は
約
半
数

の

一
八

ヵ
所
あ
る
。
し
か
し
雑
言
体
だ
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
厳
し
く
適
応
し
な
く
て
も
よ
い

の
か
も
知
れ
な
い
。

二
-
(
5
)
 
雑
言
体
の
詩
型

平
安
初
期
に
雑
言
詩
が
相
当
数
作
ら
れ
、
五
言

七
言
詩
等
の
制
作
数
に
お
け
る
中
国
と
の
比
較
に
お
い
て
見

れ
ば
、
日
本

で
は
こ
の

詩
型
が
好
ま
れ
、
盛
行
し
た
と
云
え
よ
う
。
勅
撰
三
詩
集
と
空
海
の
漢
詩
の
中
で
の
雑
言
詩
の
数
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
[
]
内
の
数

字

は
全
詩
数
を
示
す
。

凌
雲
集
 

文
華
秀
麗
集
 

経
國
集
 

合
計

六

[九
十

一
]

十
[百
四
十
三
]

四
十
五
[二
百
三
十
]

六
十

一
[四
百
六
十
四
]

空
海
漢
詩
…
…
…
五
[
三
十
六
]

勅
撰
三
集
で
合
計
六
十

一
首
あ
る
。
そ
の
内
容
は
魚
歌
等
、
短
編
も
多
く
、
大
半
は
嵯
峨
帝
主
唱
に
対
す
る
奉
和
詩
で
あ
る
。
詩
型
は

三
・
七
言
の
構
成
が
多
い
。

空
海
に
五
首
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
長
編
で
秀
作
で
あ
る
。

こ
の
雑
言
膿
は
空
海
に
と

っ
て
、
今
腔
詩
の
よ
う
な
定
型
詩
で
な
く
、
比
較

的
自
由
の
効
く
詩
型
な
の
で
、
自
分
の
イ
デ
ア
を
述
べ
る
こ
と
の
出
来
る
詩
髄
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
空
海
漢
詩
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
言
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え
る
。

こ
の
詩

の
四
十
八
句
の
字
数
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

七
・
七
・
七
・
七
・
三
・
三
・
七
・
七
・
七
・
七
・

三
・
三
・
七
・
七
・
七
・
七
・

三
・
三
・
七
・
七
・
七
・
七
・
七
・
七
・
七
・
五
・

七
・
七
・
三
・
三
・
以
降
七
言
が
四
十
八
句
ま
で
十
八
句
続
く
。

第
二
十
六
句
の
よ
う
に
、
五
言
句
が

一
句
の
み
単
独

で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
前
記
の
六
十

一
首
の
中
に
八
首
あ
る
。
そ
の
他
は

二
句
以
上
連
ね
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
八
首
は
何
れ
も
、
嵯
峨
帝
の

「春
堂
五
詠
」

に
奉
和
し
た
詩
で
、
全
て
四
句
で
三
・
五
・
七
・

七
の
詩
型
を
持
ち
、
五
言
句
は
押
韻
し
て
い
る
。
『経
国
集
』
に
所
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の

一
例
を
左
記
に
挙
げ
て
見
る
。

雑
言
。
奉
レ和
二太
上
天
皇
春
堂
五
詠
一
。

南
 (淵
)
 永
河

『
経
国
集
」
巻
第
十

一
 (新
校
『群
書
類
従
』
巻
第
百
二
十
五
・
文
書
部
四
)

(屏
)

1
御

二
春

堂

一

2
春
堂
六
扇
屏

3
淡
墨
圖
形
尚
可
レ辮

4
朝

雲

蹄

庭

巫

山

晴

押
韻
は

「屏
」
が
下
平
聲
第
十
五
番

「青
」
韻
。
「
晴
」
が
下
平
聲
第
十
四
番

「清
」
韻
で
、
通
韻
す
る
。
平
灰

の
誤
り
は
な
い
。

五

言
句
が
単
独
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
偶
数
句
で
押
韻
も
し
て
お
り
、
短
詩
な
の
で
、

こ
の
詩
と
比
較
に
は
な
ら
な
い
。
結
局
、
三
勅
撰

詩
集
に
は
、
事
例
と
な
る
よ
う
な
雑
言
詩
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
空
海
の
他
の
四
詩
も
同
様
で
あ
る
。

雑
言
詩

「贈
野
陸
州
歌
井
序
」
に
つ
い
て
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他
に
、
弘
仁
期
の
雑
言
詩
と
し
て
、
『群
書
類
従
』
(巻
第
百
三
十
四
・
文
筆
部
十
三
)
に
所
収
さ
れ
た

「雑
言
奉
和
詩
」
五
首
が
あ
る
。
そ

の
中
の
三
首
が
五
言
句
単
独
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
三
首
と
も
ほ
ぼ
同
じ
詩
型
で
あ
る
。
代
表
と
し
て
公
主
有
智

子
の

「奉
和

聖
制
江

上
落
花
詞
」
の
構
成
を
見
る
と
、
七
・
七
・
七
・
七
・
七
・
七
・
七
・
七
・
三
・
五
・
七
・
七
・
七
・
七
・
七
・
三
・
七
・
七
・
七
・
七
・

七
・
七
の
二
十
二
句
の
詩
型
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
言
句
も
偶
数
句

で
用
い
ら
れ
、
従

っ
て
句
尾
の
字
は
押
韻
し
て
い
る
。

以
上
、
事
例
と
な
る
よ
う
な
雑
言
詩
を
検
討
し
た
が
、

こ
の
詩

の
第
二
十
六
句
の
よ
う
な
事
例
が
見
当
た
ら
な
か

っ
た
。

三

第

二
十

六
句

「
亦
盗
焉

刃
局

」

の
検

討

こ
の
節
で
は
、
こ
の
第
二
十
六
句
に
対
す
る
、
明
治
以
前
の
主
な
注
釈
書
の
解
釈
と
、
明
治
以
後
の
代
表
的
と
思
わ
れ
る
空
海
全
集
や

著
作
集
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

っ
て
い
る
か
を
見
て
お
き
た
い
。

三
-
(
1
)
 
明
治
以
前
の
『
性
霊

集
』
注
釈
書

の
解
釈

前
述
し
た
よ
う
に
、
第
二
十
六
句
が
二
字
欠
落
し
て
い
る
事
が
類
推

で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
明
治
以
前

の
学
侶
・
先
師
の
解
釈

は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

「野
陸
州
」
が
ど
の
人
物
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
も
、
混
乱
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

そ
こ
で
、
と
り
あ
え
ず
入
手
可
能
な
下
記
の
注
釈
書
の
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

(
1
)
『
性
霊
集
略
注
』
聖
範
口
伝
真
辮
撰
・
貞
応
二
年
 (
一
二
二
三
)
 
撰
述
。

「野
陸
州
者

野
ハ姓
也
。
」

[第

一
巻
・
十
四
ウ
]
…
特
定
の
人

物

の
解
釈
は
な
い
。
故
に
誰
を
指
し
て
い
る
か
判
ら
な
い
。
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「
刃
局
者
、
以
兵
杖
-治
世
義
歎
。
」

[第

一
巻
・
十
六
オ
]
…
第
二
十
六
句
の
字
数
.
押
韻
に
つ
い
て
の
言
及
は
無
い
。

(2)

『性
霊
集
絨
石
妙
」
果
宝
撰
・
南
北
朝
 (
一
三
五
〇
頃
)

「野
陸
州
者

小
野
ノ
陸
州
ノ
守
篁
ト
云
人
也
。
此
人
ハ日
本
三
聖
ノ
一
人
也
 (以
下
略
)
」
十
巻
本
・
巻
第

一
・
三
十
六
ウ
…
岸
守
を

篁
と
誤
認
し
て
い
る
。

セ
ン
カ
タ

「盗
焉
者

憂
歎
ノ
貌
玉
云
、
盗
子
祇
切
嵯
也
。
刃
扁
者

無
,
 二為
方
-御
剣
ヌ
納
玉
フ義
也
。
」
[十
巻
本
・
第

一
巻
・
四
十
一
オ
]
…

字
数
・
押
韻
に
つ
い
て
の
言
及
は
無
い
。
解
釈
は
嘆
か
れ
て
仕
方
な
く
剣
を
納
め
給
う
。

(3)

『性
霊
集
砂
』
実
翁
撰
・
元
和
七
年
 (
一
六
二

一
)
 撰
述
。

「野
者
小
野
篁
也
。

(以
下
略
)」

[巻
第

一
・
三
十
五
オ
]
…
峯
守
を

篁
と
誤
認
し
て
い
る
。

「
盗
焉
歎
貌
。
刃
扁
者
以
二兵
使
一治
レ世
義
也
、

一
義
ニ
ハ如
レ
是
悪
人
,
 バ平
ル事
不
レ
及
レ
力

撲
ク
レ手
ヌ
也
。
」

[巻
第

一
・
三
十
八
ウ
]

…
詩
型
に
つ
い
て
言
及
は
無
い
。

(4)

『
性
霊
集
便
蒙
』
運
敵
撰
・
延
宝
二
年
 (
一
六
七
四
)
 刊。

「
野
陸
州
ハ参
議
正
四
位
下
小
野
・
朝
臣
峯
守
ナリ
。
(以
下
略
)
」
割
註
に

「
奮
説
以
為
・
篁
者
蓋
誤
。

篁
承
和
九
年
任
二陸
奥
守

一
。

此
時
未
レ可
レ構
二陸
州

一也
。
」
[巻
第

一
・
二
十
二
頁
]
…
正
確
な
解
釈

で
あ
る
。

本
文

「亦
盗
ル二
焉
レ
ヌ刃
局
二
一」
・
注
釈

「説
文
日
。
謀
レ
事
日
レ
盗
。
後
漢
ノ
律
暦
志
日
。
脊

アレ焉
,
 而
以
ア從
フ
レ
事
二
。
刃
局
未
詳
。

一
二解
ラ
ク
刃
ハ兵
也
、
局
ハ部
也
。
謂
ク
武
臣
也
。
言
ハ訪
一ヒ
二謀
テ
武
臣
二
一
。選
ブ
二良
将
ヲ
-也
。
或
人
謂
ク
恐

ハ脱
誤
ア
う
ン乎
。

不
レ可
二

強
テ
解
ス
-
。
」
[巻
第

一
・
二
十
四
頁
]
…
一
応
字
句
の

脱
誤
に
言
及
し
、
こ
れ
以
上
の
解
釈
が
困
難

で
あ
る
と
。

こ
の
句
の
問

題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

雑
言
詩

「贈
野
陸
州
歌
井
序
」
に
つ
い
て
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(5)

『性
霊
集
私
記
』
選
者
未
詳
・
文
政
 (
一
八

一
八
)
 頃
か

「野
陸
州
」
…
言
及
な
し
。

「亦
盗
ノ
下
ハ以
二
武
道
ヲ
一治
ル義
也
。
是
則
治
メ
ニ二陸
州
ヌ
-遣
ス
レ是
也
。
此
庭
有
二
多
義
-
。」
[天
・
十
七
頁
]
…
多
義
有
り
と
し
て
、

こ
の
句
の
解
釈
に
苦
慮
し
た
様
子
が
窺
え
る
。
詩
型
に
つ
い
て
の
言
及
は
無
い
。

三
-
(
2
)
 
明
治
以

降

の
空
海
全
集
・

著
作
集
等

の
第
二
十
六
句

の
取

り
扱

い

次
に
著
作
集
等

に
つ
い
て
、
記
述
す
る
が
、
先
の
明
治
以
前
の
注
釈
書
と
同
様
に
、
何
れ
も
こ
の
詩
の
平
灰
・

押
韻
等
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
事
が
少
な
い
。

こ
こ
で
問
題
の
第
二
十
六
句

「亦
盗
焉
刃
局
」
の
読
み
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
二
説

に
分
か
れ
て
い
る
。
以

下

に
そ
れ
を
示
す
。

こ
れ

じ
ん
き
よ
く

は
か

イ

「
亦
焉
を
刃

局
に
盗
る
」
「刃
局
」
を
武
臣
或
は
軍
事
担
当
の
役
所
と
解
し
、
陸
奥
派
遣

の
人
事
を
下
問
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
説

で
あ

る
。

a

『
弘
法
大
師
全
集
』
長
谷
寳
秀
代
表
他
編
纂
・
明
治
四
十
三
年
十
二
月
刊
。
第
三
輯
・

四
〇
四
頁
。

b

『性
霊
集
講
義
』
坂
田
光
全
撰
・
昭
和
十
七
年
刊
。

二
七
頁
。

c

『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
編
輯
代
表
宮
坂
宥
勝
・
昭
和
五
十
九
年
八
月
刊
。
第
六
巻
・

一
六
八
頁
。

注
に

「
局
の
字
、
韻
が
合
わ
な
い
。
或
は
誤
字
か
。
」
と
さ
れ

一
応
押
韻
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

な
げ
い

や
い
ば

お
さ

け

い

ロ

「
亦
た
盗
て
焉
刃
を
局
む
」
「焉
」
を
置
き
字
と
し
、
「局
」
で
は
な
く

「扁
」
字
と
解
し

「と
じ
る
・
お
さ
め

る
」
の
意
味
を
採
り
、

帝
が
こ
の
よ
う
な
事
態
を
嘆
か
れ
、
戦
い
を
止
め
ら
れ
た
と
解
釈
す
る
説

で
あ
る
。
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d

『性
霊
集
』
(『日
本
古
典
文
学
大
系
』
七

一
巻
)
 渡
辺
照
宏
・
宮
坂
宥
勝
校
注
・
昭
和
四
十
年
刊
。

一
六
六
頁
。

蛇
足
で
あ
る
が
こ
の
本

の
原
文
 (漢
詩
)
 が
二
言
・

三
言
・

四
一言
・
五
言
・
七
言
等
ず
た
ず
た
に
句
読
点
を
打
た
れ
、
全
く
漢
詩
の
態
を
為
し
て
い
な
い
の

は
遺
憾
で
あ
る
。

e

『
定
本
弘
法
大
師
全
集
」
密
教
研
究
所
編
纂
・
平
成
八
年
刊
。
第
八
巻
・

一
二
頁
。

四
 

む

す
び

今
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
の
第
二
十
六
句
は
本
来
七
言
の
句
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
時
欠
字
が
生
じ
た
か
判
然
と
し
な
い
が
、

筆
者
が
確
認
で
き
た
最
古
の
写
本
は
、
平
安
中
期
写
と
み
な
さ
れ
て
い
る
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

『
性
霊
集
』
巻
第

一
・
一
巻
 
(
コ
ロ
タ
イ
プ

版
・
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
)
、
注
釈
書
で
は
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
・
貞
応
二
年
 (
一
二
三
二
)
 撰
述
の

『性
霊
集
略
注
』
の
二
本
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
欠
字
は
比
』較
的
早
く
、
平
安
中
期
以
前
に
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。

欠
字
は
「
□
亦
盗
焉
刃
局
□
」
の
よ
う
に
、

句
首

一
字
・
句
尾

一
字
か
、
「亦
盗
焉
刃
局
□
□
」
の
よ
う
に
、
句
尾
二
字
が
考
え
ら
れ

る
。

こ
の
欠
字
を
補
い
、
正
し
い
と
思
わ
れ
る
解
釈
の
検
討
を
す
る
た
め
、
「盗
焉
」
及
び

「
刃
局
」
「刃
扁
」
「焉

刃
」

の
用
例
を
検
索

し
た
。「焉

」
字
の
用
法
は
、
文
末
に
用
い
て
、
語
気
詞
と
し
て
、
状
況
の
認
定
・
状
態

の
持
続
を
表
し
、
置
字
で
読
ま
な
い
場
合
が
圧
倒
的

に
多
い
。
ま
た
、
文
頭
に
あ
る
場
合
は
疑
問
詞
と
し
て
、
「
い
ず
く
ん
ぞ
」
と
読
む
。
文
中
に
あ

っ
て
、
「盗
焉
」

の
よ
う
に
、

「
盗
」
を

こ
こ

は
か

動
詞
と
し
て
用
い
る
場
合
は
、
唐
代
を
含
め
唐
以
前
の
漢
詩
文
に
用
例
が
多
く
あ
る
。
検
索
結
果
は
殆
ど
が

「焉
に
盗
る
」
の
意
味
で
あ

っ

雑
言
詩

「贈
野
陸
州
歌
井
序
」
に
つ
い
て
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密

教

文

化

た
。
文
中
の

「焉
」
は
置
字
と
し
て
使
う
例
は
な
く
、
「盗
」
を
形
容
詞
と
し
て

「焉
」
を
助
認
と
し
て
、
「
な
げ

く
か
の
よ
う
に
」
と
読

む
こ
と
も
で
き
る
が
、
後
の

「刃
局
」
「
刃
扁
」
に
繋
が
ら
ず
、
こ
こ
で
は

「
盗
」
を
動
詞
と
し
て
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

「
刃
局
」
「
刃
扁
」
「焉
刃
」
は
共
に
用
例
が
全
く
存
在
し
な
い
事
が
判

っ
た
。
そ
の
事
は

「
刃
」
「局
」
あ
る
い
は

「
扁
」

と
、
切
り

離
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
刃
」
は
誤
字
か
も
し
れ
な
い
。
「局
」
あ
る
い
は

「
扁
」
は
欠
字
と
結

び

つ
い
て
用
い
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
現
時
点
の
検
索
で
は
、
「
刃
局
」
「
刃
扁
」
「焉
刃
」
は
未
詳
で
あ
り
、
欠
字
を
推
定
で
き

る
よ
う
な
、
手
が
か

り
も
な
い
事
が
判

っ
た
。

こ
れ
ま
で
の

『性
霊
集
』
の

「註
釈
書
」
や

「著
作
集
」
の
解
釈
の
中

で
は
、
七
言
が
正
し
い
と
明
確
に
記
述
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

『
性
霊
集
便
蒙
』
の
解
釈
が
適
正
で

「
刃
局
未
詳
…
恐
脱
誤
乎
。
不
可
強
解

」
と
い
え
る
。

以
上

で
、
「亦
盗
焉
刃
局
」
の
検
討
を
終
え
る
が
、

こ
の
欠
字
部
分
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
こ
の
詩
を
観
賞
し
空
海
の
志
に
想

い
を
は
せ
る
の
に
妨
げ
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
今
後
の

『性
霊
集
」
な
ど
空
海
の
著
作
集
の
出
版
に
は
、
こ
の
詩
の
第
二
十
六

句
の
二
字

の
欠
字
を
明
確
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

小
野
峯
守
と
空
海

の
交
友
は
、
「貧
道
與
君
遠
相
知
」
と
序
文
に
記
述
さ
れ

「白
雲
之
人
、
天
邊
之
吏
」
の
表
現

で
示
さ
れ

て
い
る
よ

う
に
、

こ
の
秀
で
た
人
物
と
の
交
友
を
空
海
自
身
が
大
切
に
し
、
共
に
相
通
じ
て
い
た
か
を
こ
の
詩
は
物
語

っ
て
い
る
。
両
者
の
え
に
し

は
奇
し
く
も
、
嵯
峨
帝
が
空
海
の
入
京
を
許
し
た
大
同
四
年
七
月
十
六
日
付
太
政
官
符
 (注
 (1)
 を
参
照
)
 に
峯
守
が
署
名
し
た
こ
と
に
始
ま

る
。

こ
の
官
符
に
よ

っ
て
、
空
海
は
史
上
に
登
場
し
た
の
で
あ
り
、
峯
守
は
こ
の
官
符
の
署
名
直
前
の
大
同
四
年

四
月
十
二
日
に
従
五
位

下
・

右
少
弁
に
昇
任
さ
れ
、
上
級
貴
族
・
殿
上
人
と
し
て
の
出
発
点
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
当
座
は
お
互
い
に
相
見
知

っ
て
い
た
訳
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で
は
な
い
が
、
「遠
相
知
」
交
友
の
遠
因
と
な

っ
て
い
る
。

以
上
。

【参
考
】
こ
の
詩
の
先
行
研
究
に
は
、
直
接
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
は
な
い
。
そ
こ
で
、
先
行
研
究
の
中

で
、
多
少
と
も
こ
の
詩

に
触
れ
た
論
文
を
取
り
上
げ
た
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

A

岡
田
正
之

『
日
本
漢
文
学
史
』
昭
和
四
年
初
版
。
「第
三
期
・
平
安
朝
前
期
 (漢
文
学
隆
盛
時
代
)
 」
第
三
章
・

弘
法
大
師
百
二
十

九
頁
 (昭
和
二
十
九
年
増
補
版
)

空
海
の
詩
文

の
中

で
、
五
言

「遊
山
慕
仙
詩
」
・
雑
言

「贈
野
陸
州
歌
」
「入
山
興
」
の
三
詩
を
最
も
優
れ
た
詩
と
し
て
あ
げ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
説
明
は
な
く
、
各
詩
の
掲
載
・
解
釈
は
な
く
、
「此
等
の
詩
は
、
縦
横

に
歩
駿
を
馳
せ
、
大
師
の
本
色
を
顕

せ
り
と
云
う
べ
し
」
と
評
し
て
い
る
。

B

川
口
久
雄

『
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
・
増
補
版
』
昭
和
三
十
九
年
五
月
刊
。

(1)
 第

一
章

「勅
撰
詩
集
と
弘
仁
・
承
和
期
宮
廷
文
学
圏
」
二
十
二
-
三
十
三
頁

三
勅
撰
詩
集
に
占
め
る
雑
言
詩
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
、
雑
言
詩
を
六
十

一
首
と
数
え
、
そ
の
比
重
が
高
く
、
そ
の
事
が
特
質

の

一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
更
に

一
つ
の
句
の
字
数
と
配
列
の
分
析
で
、

こ
の
詩
も
分
析
さ
れ
て
お
り
、
先
の
第
二
十
六

句
の
箇
所
を
□
で
表
し
、
傍
注
に
五
言
と
し
て
い
る
。
言
明
が
無
い
が
、
そ
の
箇
所
を
七
言
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
二
字

の
欠
落
を
意
味
し
て
い
る
。

(2)
 第
二
章

「弘
仁
期
僧
団
の
漢
文
学
」

雑
言
詩

「贈
野
陸
州
歌
井
序
」
に
つ
い
て
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密

教

文

化

前
段
に
A
論
文
の
引
用
が
あ

っ
て
、
空
海
の
詩
と
散
文
の
中
で
代
表
的
と
筆
者
が
考
え
る
漢
詩
文
を
取

り
上
げ
、
そ
の
中

で
こ

の
詩
の

「白
雲
の
人
」
と
律
令
制
を
支
え
る
古
代
出
先
官
僚
の
理
想
像
と
し
て
、
第
三
十
七
句
・

三
十
八
句

の
書
き
下
し
文
を

引
用
し
て
い
る
。
詩
全
体
と
し
て
の
検
討
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。

C

小
島
憲
之

『国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
・
中
 (下
)
 II
』
昭
和
六
十

一
年
十
二
月
刊
。
経
国
集
の
研
究

(一)

「編
休
濁
臥
寄
高
尾
寺
空
上

人
・
野
峯
守
」
二
七

一
八
頁
。

峯
守
の
当
該
詩
の
制
作
時
期
に
関
し
て
、
「
…
作
者
が
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
た
時
に
空
海
の
送
別
の
詩
が
あ
り

-
…
」

と
し
て

こ
の
詩
の
紹
介
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
言
及
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。

D

波
戸
岡
旭

『
日
本
学
・
第
十
九
号
」
平
成
四
年
六
月
発
行
。
「空
海
の
詩
文
と
宮
廷
漢
詩
」
二
二
二
頁
。

「白
雲
の
人
」
と
し
て
、
脚
注
 (九
)
 に
こ
の
詩
序
か
ら
の
引
用
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。
そ
れ
以
上
の
こ
の
詩
に
関
す
る
言
及

は
な
い
。

E

後
藤
昭
雄

『仏
教
文
学
と
そ
の
周
辺
』
平
成
十
年
五
月
刊
。
「空
海
の
周
辺
-
勅
撰
詩
集
作
者
と
の
交
渉

-
」
八
七
頁
。

序
文
と
第

一
句
-
十
句
、
第
二
十
七
句
-
四
十
句

の
書
き
下
し
文
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
の
詩
そ
の
も
の
に
対
す
る
検
討
は

殆
ど
為
さ
れ
て
い
な
い
。

-16-



註(1)

「
太
政
官
符

和
泉
国
司
/
僧
空
海
/
右
被
右
大
臣

宣
俗
、
請
件

僧
令
住
京
者
、
國
宣
承
知
、
宣
入
京
、
符
到
奉
行
。

/
春
宮
亮
從
五
位

下
兼
守
右
少
辮
小
野
朝
臣
岸
守

從
七
位
下
守
少
右
史
動
○
位
豊
長

/
大
同

四
年
七
月

一
六

日
。
」

(
藤
原

敦
光
撰

「
大
師

行
化

記
」

上
.

『弘
法
大
師
傳
全
集
』
第

二
・
六
十

三
頁
…
こ
の
官
符

が
真
正

で
あ

る

と
す

れ
ば
、
空

海
の
入
京

を
促

し
た
の
は
明
ら

か
に
嵯
峨
帝

で
あ
る
と

考

え
ら
れ
る
。

(2)
 
こ
の
書
簡

「
孟
春
饒
寒
」
は

『高

野
雑
筆
集
』

巻
下

四
十

四

に
所

収

さ
れ

て
い
る
が
、
宛
名
と

日
付
を
欠

い
て
い
る
。
後
藤
昭
雄
氏
が

『
仏

教
文
学
と
そ

の
周
辺
』
「
空
海

の
周
辺
」
論

孜
編

八

四
頁
-

九
十
頁

で

岸
守
宛
を
主
張
さ
れ

て
い
る
。
従
来
は
高
木
諦
元
氏
の
説

「大
伴
国
道

宛
・

天
長
五
年

一
月
付
」
が

一
応

の
定
説
と
な

っ
て
い
る
。
両
説

の
可

否

は
現
在
確
定
し

て
い
な

い
。

(3)
 
『
文
徳
実
録
』

(天
安
元
年
十
月
十
三
日
の
条
)
 に
よ
れ
ば
、
南
淵
永
河
.

菅
原
清
人
・

朝
野
鹿
取
ら
と
土
ハ
に
任
じ
ら
れ

て
い
る
。
彼
等

は
何

れ
も

唐
風
文
化
を
担
う
文
人
と
な
り
、
漢
詩
を
制
作
し

て
い
る
。

(4
)
 弘
仁
八
年
 (八

一
七
)
 七
月
壬
辰
 (五

日
)
 の
条

「
陸
奥

国
言
、

俘
吉
弥

侯
部
等
波
醜
等
聾
降
者
、
敷
、
此
虜
通
謙
已
久
、
遊
魂
楡
生
、
今
守
小

野
朝
臣
雰
守
等
、
優
彼
野
心
、
令
服
聲
教
、
懐
携
之
権
、
誠
以
嘉
尚
。
」

『類
聚
国
史
』

「百
九
十
・

俘
囚
」

(5)
 
小
野
塔
守

の
伝

記
等

ま
と
ま

っ
た
研
究

は
無

い
が
、

謬

守
と

嵯
峨

天

皇

の
交
遊

に
付

い
て
は
、

金
原

理

『平
安
朝
漢
詩
文

の
研
究

』

「
小

野

岸
守
考
」
が
あ
る
。

(6)
 
後
藤
昭
雄

『平

安
朝
漢
文
学
論
考
』

「嵯
峨
朝
詩
人

の
表
現
-
文
学
空

間

の
創
造
」

に
お
い
て
、

こ
の
表
現
方
法

に

つ
い
て
、
指
摘

が
あ
り
、

詳
し
く
分
析
が
な
さ
れ

て
い
る
。

(7
)
 波
戸
岡
旭

「
空
海

の
詩

文
と
宮

廷
漢
詩
」

『
日
本
学
』
第
十
九
号
…
こ

の
論
文

は
空
海

の
山
岳
観
が
宮

廷
漢

詩

に
及
ぼ

し

た
影
響

を
論

じ
、

「白
雲

の
人
」
即
ち

「
山
林
修
業
者
」
と
さ
れ

て
い
る
。

(8)
 
例

え
ば

A

「
蒼
嶺
白
雲
観
念
人
」
(
勅
賜
屏
風
書
了

即
献

表
井

詩
)

B

「弧
雲
無
定
庭
」

(贈
良
相
公
詩
)

C

「
遊
空
白
霧

忽
蹄

峯

」

(
留

別
青
龍
寺
義
操
阿
闇
梨
)
 な
ど

で
、
自
身
を
喩
え
る

の
に
用

い
て
い
る
。

(9)

『
旧
唐
書
』
巻
七
十
九
・

列
傳
第

二
十
九
{
…
因
自
為
墓
誌

日

「
傅
変
、

青
山
白
雲
人
也
。

因
酒
酔
死
、
鳴
呼
哀
哉
!
」
…
}
と
記
載
さ

れ

て
い

る
。

『
新
唐
書
」
巻
壱
百
七
・

列
傳
第

三
十

三
に
も
同

じ
文

言

の
記
載

が
あ
る
。

(
1
0

)

二
・
四
不
同
、
二
・
六
通

は
全

て
の
詩
賦

に
適

用

さ
れ

る
平
灰

の
原

則

で
あ
る
。
作

詞
作
法
上

の
最
も

基
本

的
な

法
則

と

さ
れ

て

い
る
。

「
二
・

四
不
同
」
は

一
つ
の
句

の
中

の
二
字
目

と

四
字

目

の
字

は
同

じ

平
灰
を
用

い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

「
二
・
六
通
」

は

一
つ
の
句

の
中

の
二
字
目
と
六
字
目

の
字

の
平
灰
を
同

じ
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
こ

と
。

漢
字

の
発
音

に
は

「
平
声
・

上
声
・

去
声
・

入
声
」

の
四
声
が
あ

る
が
、
平
声
以
外

の
三
声
を
灰
声

と
し

て
い
る
。
韻
文

の
場
合

、
発
声

の
リ
ズ

ム
を
取
る
為

に
、

一
句
の
中

の
字

の
平
灰

の
順
序
を
重
視
す
る
。

一
般
的

に
定
型
詩
・

特

に
今
膿
詩

に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、

こ
の
原
則
を

雑
言
詩
「
贈
野
陸
州
歌
井
序
」
に
つ
い
て
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密

教

文

化

厳
密

に
適

用
し
て
い
る
。

た
だ
我
国

で
は
中
国
語

の
四
声

の
区
別
を
耳

で
判
別
す

る
事

が
困
難

の
た
め
、
勅
撰

三
漢
詩
集

に
収
載
さ
れ
た
も
の

に
も
、
相
当
数

の
平
灰

の
誤

り
が
見
出
せ

る
。
空
海

の
漢
詩
は
押
韻

の

間
違

っ
た
も

の
は

一
つ
も
な

い
が
、
平
灰

の
間
違

い
は
間
々
見
出
せ
る
。

(
1
1
)
 
川

口
久
雄

『
平
安
朝

日
本
漢
文
学
史

の
研
究
・

増
補

版
』

二
十

二
頁

で
雑
言
詩

に

つ
い

て
、

言
及
さ
れ
、

三
詩
集

の
雑
言
詩

の
数
を
六
十

一

首

と
数

え
ら
れ
て
い
る
。
何

か
の
間
違

い
か
、
総
数

は

一
致
し
た
が
三

集

の
内
訳

が
氏

の
論
文

と
異
な
る
。

以
下
「
…
三
集
を
通
じ
て
五

言
は

一
八
三
首
、

七
言
は
二
〇
〇
首

に
対

し
て
、
雑
言

詩

は
六

一
首
 (
凌

雲

集
六
首
、
秀
麗
集

四
三
首
、
経
国
集

四
三
首
)
 存
し

て
お

り
、

全
体

四

四
四
首

に
対

し

て
約
十

四
%
に
及
ん
で
い
る
。
」
と
記
述
さ
れ

て
い
る
。

(
1
2
)
 
検
索
は

中

央
研
究
院
 (台
湾
)
[漢
籍
電
子
文
献
]
の

「
漢
籍
全

文
資

料

庫
」

を
検
索

し
た
。

こ
の
資
料
庫

に
は
 (1)
 史
書
 (
二
十
五
史
他
)
 
(2)
 経

書

と
子
書
 (
十
三
経

と
諸
子

百
家
他
)
 
(3)
 宗
教
文

獄
 (
仏
教

－
大
正

新

修
大
蔵
経

と
道
教
他
)
 
(4)
 医
薬
文
献
 (本
草
綱
目

他
)
 
(5)
 文

学

と
文

集
 (文

選
・

全
唐
文
他
)
 
(6)
 政
書
、
類
書
と
史
料

聚
編

(
通
典
.

藝

文

類
聚
他
)
 な
ど
が
含

ま
れ
て
お
り
、
殆

ど
の
漢
籍

文
献

が
網
羅

さ

れ

て

い
る
。

現
時
点

で
は
最
上

の
検
索
文
献
だ

と
考

え
る
。
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